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なぜ？

どうして，今石垣を改修しなければならないの

でしょう？

脱落の様子 亀裂の様子

　三ノ丸の石垣は，江戸時代に構築されて以来400年の風雪をしのいで

きました。そのため，いたる所に孕
はら

みや亀裂，脱落が生じ大変危険な状態

になっています。

　そこで，この貴重な文化財である石垣の崩壊を防ぎ後世に残すため，

平成 12年度に石垣の精密な測量と三ノ丸に遺構・遺物がなかったかを

調べる試掘確認調査を実施しました。そして，石垣の崩落の恐れのある

危険範囲を特定し，平成16年より4年間をかけてその部分の解体・調査・

積み直しを行うことになりました。

丸三葉柏紋

石垣の改修工事と調査

1.石垣の改修
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よく調べる

長宗我部期に造られた石垣 秀吉から使用を許されたと思われる桐紋瓦

　現在構築されている高知城の石垣の内側には，戦国時代・江戸時代の遺
いこ う

構

や遺
いぶつ

物がたくさん眠っていて，歴史的新事実が発見されることもあります。

　上の写真は，戦国時代に土佐を統一した武将長宗我部元親が構築したと考

えられる石垣と長宗我部氏が豊臣秀吉から使用がゆるされたと思われる桐紋

瓦です。いずれも，平成12年度に実施した三ノ丸の試掘確認調査で出土した

ものです。

　石垣の改修工事を行う前は，石垣を外すことにより，影響を受ける曲輪の

部分的な発掘調査が行われます。これらの調査により，山内一豊が入国する

以前の三ノ丸の曲輪がどのような様子であったかわかるかもしれません。

花桐紋

事前の調査

どうして，今石垣を改修しなければならな

いのでしょう。
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ていねいに

一つ一つていねいに，調査と併行して

外していきます。

本丸石垣解体の様子①
本丸南側石垣解体の様子②

　築
つきいし

石には一つ一つ番号を記入し，元の場所がわかるように測量した上で，

ていねいに外していきます。また，石垣の内側の裏込め石や盛土の中には，

山内氏が高知城を構築する以前の大高坂松王丸や長宗我部元親の時代のもの

が眠っているかもしれません。

　さらに，400年前から後の石垣改修に関する歴史もよくわかっていません

ので，三ノ丸の変遷や石垣の改修時期も明らかにしなければなりません。そ

のため，発掘調査と併行して工事を進めていき，石垣の解体は慎重に行われ

ていきます。

白黒一文字紋

石垣の解体
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改修前の三ノ丸石垣 改修された本丸南側石垣

立波紋

石垣の積み直し

いずれも野
の づ ら 　

面積みです。

　石垣は大切な文化財です。解体して整理された築
つきいし

石のうち，引き続き使え

るものは積み上げ時に元通りに戻されます。

　亀裂や割れが生じたものは，同じ石質のものを選び，同じ形に加工した新

しい築石に交換されます。

　また，改修の方法としては，昔からのやり方で，盛土を版
はんちく

築し，裏込め石を

入れて，野
のづら

面積みで積み上げていきます。

もと通りに

解体前と同じように野面積みで積み直

されます。



7

出
でずみ

角（外に張り出した角）の様子 東から見た出
でずみ

角の様子

南から見た鉄
てつもん

門方向の様子 入
いりずみ

角（内側に入った角）方向の様子

丸三葉柏紋

三ノ丸石垣解体前の様子

　解体前の三ノ丸石垣の様子です。高さは約

12mあり，高知城では最も面積の広い石垣で

す。江戸時代に構築されて以来400年の風雪

をしのいできました。

　今は修復予定面まで解体されていますが，

平成 18年度から順次積み上げが始まり，一

石一石と，もとの通りの場所に戻されていき

ます。そして，割れている築
つきいし

石は同石材で同

じ形に加工された新しい築石に交換されてい

きます。完成後は，きっとこの写真と見分け

がつかなくなるでしょう。
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調査開始前から2005年2月までの三ノ丸の様子をおってみました。

調査開始前の三
ノ丸の様子で
す。

事前調査が始
まった頃の様子
です。奥の方に
水路が見えま
す。

事前調査終了の
頃の様子です。
水路やトレンチ
がはっきり見え
ます。

解体が始まった
頃です。足場が
しっかりと組ま
れています。

16年度解体工
事が終了した頃
です。盛土や検
出された古い石
垣が見えます。

ブルーシートは
試掘で検出され
た古い石垣を養
生しているもの
です。

解体開始前に石
垣を東から見た
様子です。

16年度解体終
了の様子です。

三ノ丸の移り変わり

大切な文化財じゃ！
ていねいに，安全に
作業を進めゆうの
う。

解体開始前に千
代の像から北方
向を見た様子で
す。トイレや樹
木は撤去されて
います。
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解体の前や途中
に，石垣の専門家
が集まり，調査の
方法について話し
合います。

掘削は重機を使っ
て行われますが，
大切な所では手作
業でていねいに進
められます。

これは水路遺構で
す。丁寧に形を出
し，測量や撮影を
行って図面にしま
す。石垣を積み直
す時には元通りに
戻されます。

写真は陶磁器です
が，これもていね
いに記録し，その
場所の年代を判断
する際の資料にさ
れます。

発掘調査の最後に
は，全体をつない
だ図面が作られて
記録として残され
ていきます。

石を取り外す前
に真上からデジ
タル写真を取る
とともに，沢山
のポイントを測
量します。

パソコン処理を
行うことによっ
て，左のような
画像を一段毎に
作成していきま
す。

石の大きさにつ
いても計測し記
録を残します。
割れている石
は，同じ石質・
大きさのものに
交換されます。

石はクレーンを
使って外しま
す。除去の前後
には写真撮影を
し，記録を残し
ます。

除去した石は番

号順に並べら

れ，数年後の積

み直しを待ちま

す。

発掘調査と解体調査の進め方について，写真で説明します。

調査の進め方

発掘調査の進め方 解体調査の進め方
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100南

16年度発掘調査より－解体前全体図

石垣と裏ゴメ石がきれ
いに見えています。

ここは昭和の時
代に改修されて
いるようです。

トレンチを深
く掘って調べ
る所です。

　石の蓋が付いている。

水路遺構

建物の柱穴かも

しれません。

ベルトといい
地層の堆積を
みる所です。

水
すいろ い こ う

路遺構がたくさ
ん見つかりまし
た。

私の像はこの

辺りよ！

北

2.発掘調査

ここに樋
ひもん

門（排水口）

がありました。

m
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水路遺構や集石遺構，建物の柱と思われる穴等が見つかりました。

　左上の写真は，石垣東面の樋
ひも ん

門

（排水口）につながる水路の遺構で

す。底はハンダ（三和土）で固めら

れ，側石には自然石が使われてい

ました。さらに，蓋
ふた

として切
きりいし

石が

置かれていました。

　真中の写真は，石垣東面の出
でず み

角

部分から検出されたもので，川原

石が円形を描くように集まってい

ました。江戸時代ここに何があっ

たのでしょうか。

　左下の丸い穴の写真は，石垣の

すぐ内側から検出されたもので，

建物の柱
ちゅうけつ

穴かと思われます。穴の

位置等から考えると，矢
や ざ ま べ い

狭間塀の

柱の穴かもしれません。

16年度発掘調査より－検出遺構

がんばって運ん
だもんじゃ！

ごくろうさん！
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　17年度は，解体作業の中で併行して発掘調査を行ってきましたが，主に裏ゴ

メ石（詳しくは，「野面積みの仕組み」のページをご覧ください）の中から，石臼

や瓦などの遺物が出土しました。 

遺
物
出
土
状
況

土
は じ き さ ら

師器皿 石
いしうす

臼 中世の五輪塔

須
す え き

恵器 軒丸瓦（桐紋） 軒丸瓦（三巴紋）

色
々
な
出
土
遺
物

備
びぜんやき

前焼 染
そめつけ

付（中国産） 青
せいじ

磁（中国産）

軒丸瓦（三葉柏紋） 唐
からつやき

津焼（17世紀） 石
いしうす

臼

17年度解体調査より－出土遺物
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　石垣の構築における問題点の一つとして，排水の処理が挙げられます。事前調査では水路遺構
を検出することができました。そして，石垣内部の構造の調査の結果，写真のような石列を検出し
ました。盛土側の排水機能を高めることが目的だと思われますが，隙間が多いように積まれてい
ます。

南側石垣の下からの石列 南東出角部分の石列

　今回検出された地山（自然地盤）です。鋭角に削られており，石垣をつく際に人工的に削られた
ものと考えられます。東面では盛土層が狭く，グリ石と築石で構成されているところも見られま
した。

東側の地山掘削面 石列が繋がっている地山層

　写真のように外見上は確認されず，解体時に内部の割れが確認された築石がたくさんありまし
た。割れた部分には土が入り込み，植物が根を張って割れを広げている例も少なくありません。石
垣の割れや歪みが起こらないためにも，積み上げる場合には十分な注意を払いたいと思います。

内部が割れている築石 割れ部分に育つイヌビワの木

17年度解体調査より①
　17年度の解体調査では，排水施設の検出を中心に，

石垣の歪みや孕みの原因について調査することができ

ました。調査結果をもとに，貴重な文化財としての石

垣を慎重に積み直していきます。
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出
で ず み

角の部分です。

工夫をして，石垣

の真上からデジタ

ル写真を撮ってい

きます。

測量機器を使ってたく

さんのポイントを測量

していきます。解体が

進むに従い足場も不安

定になってきます。

盛土が流れ込

んでくる様子

がよく分かり

ます。

大きな石の列がし

ばらく続き，左側

の盛土とグリ石の

境がはっきり分か

ります。土留めで

しょうか。

出
でずみ

角部分の築
つき

石
いし

の大きさがよく
分かります。

解体調査の一つと

して，数メートル

毎に断面を図面化

し，合わせて横か

らの画像を作成し

ていきます。下の

部分には排水が目

的と思われる石列

が見えます。

南面の下から 7・8列目の様子

です。グリ石の幅や築石の面の

そろえ方がよく分かります。

　「調査の進め方」でも紹介しましたが，調査活動や解体作業を効率的に進める

ために，「デジタルカメラ 3次元実測システム」を利用しております。これは，

デジタルカメラで撮影した写真と，機器により測量した座標データをパソコン

上で処理することにより，写真のようにすべての点が真上から写されたような

画像を作成するシステムです。

これは，南側石垣と出角部分をパソ

コン上で処理した画像です。

この辺りの築石は小ぶ

りです。

17年度解体調査より②
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　高知城の立地する大高坂山には，南北朝期

から戦国期にかけての山城がありました。

　中世の山城は，高知城のような天守閣や石

垣をもつ立派な城ではなく，戦いの時に逃げ

込むための砦のような役割をしていました。

ここでは，中世山城の代表例として西
にしやまじょうせき

山城跡

を取り上げています。

　中世の山城は，山の土を削って平場を造ったり，土
どるい

塁を積んだりと「土造りの城」で，敵が攻め込めにく

いように，堀切や竪堀が沢山造られており，自由に行動できないようになっています。

　写真左は長宗我部氏の居城岡豊城三ノ段の様子です。石積みをした土塁は近世城郭石垣のもととなる

ものです。写真中央の中村城跡と写真右の浦戸城跡からは，現在の高知城と同じ積み方をした石垣が見

つかっていますが，この頃は石垣を高く積み上げる技術はなく，3m前後の高さのものがほとんどです。

　石垣隅
ぐうかく

角稜線部の角
すみいし

石の長短を交互に組む算
さん ぎ

木積みの完成により，より

高くより美しい石垣へと発展を遂げていきます。

土造りの城から石造りの城へ

長
宗
我
部
元
親
の
頃（
一
六
世
紀
末
）

山
内
一
豊
の
頃（
一
七
世
紀
初
め
）

土
佐
で
沢
山
の
山
城

が
造
ら
れ
る
頃

（
一
五
世
紀
代
）

3.石垣の歴史と種類
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日吉大社参道に続く石垣　坂本

天台宗座主の元住居，大小の築石が

見事な調和を保っている。　坂本

矢
や ざ ま べ い

狭間塀と野面積みの石垣　高知城

追手門石垣の大面石，鏡石とも呼ば

れる。　高知城

坂本城主
明智光秀

石垣の古
ふるさと

里坂本から高知城へ

　高知城の石垣にも坂本

で育った野
のづら

面積みの技術

が見られます。

　高知城の石垣は，ほとんどが「野面積み」という自然石を使った積み方がされ

ています。「野面積み」は「穴
あのう

太積み」とも呼ばれ，さらには，「坂本積み」と呼ばれ

ることもあります。滋賀県大津市坂本には，この「坂本積み」による石積み技法

が各所に点在しており，重要伝統的建造物群保存地区に指定されています。

　なかでも，天台宗総本山である比叡山延暦寺の里坊の周辺，西教寺や日吉大

社への参道両脇にそって続く石垣のたたずまいは，大小様々な野面石が見事な

調和を保っています。
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　近世の城は，天正4年（1576）織田信長が築

いた安土城に始まるされています。江戸時代

の軍学者の分類によれば，旧来の山城と平地

の城を折衷した「平山城」で，山頂部を中心に

して，全山を石垣で覆っていたようです。こ

の時，信長の要請に応じた穴太（現在の滋賀

県大津市穴太）の石工達が，初めて石垣構築

者として安土城普
ふしん

請にも参加したようです。

　その後しばらくは，この自然石を利用した

穴太積みによる城郭石垣は造られていきま

す。高知城の石垣のこの穴
あの う

太積みによって築

かれています。

想像図のような安土城の天守閣が

乗っていた天守台の石垣です。天守

台の石垣は特に頑丈に造られます。

安土城の階段には，墓石や石仏も使

われており，信長の性格や時代背景

が偲ばれます。

当時，羽柴（豊臣）秀吉の屋敷があっ

たと伝えられる場所の石垣です。 豊臣秀吉

織
田
信
長

安
土
城
天
守
閣
想
像
図

安土城から高知城へ
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　お城の石垣を大きく分類すると，「野
のづら

面積み」「打
うちこみ

込ハギ」「切
きりこみ

込ハギ」の三種類に

分けることができます。野面積みから始まり，打込ハギ，そして，切込ハギへと加

工具合が多くなっていきます。

高知城－ほとんどの石材はチャート

野面積み－自然石をほとんど加工せず積み上げた石垣

今治城－石材は花崗岩と石灰岩

打込ハギ－粗割石の接合部を加工して石材間の隙間を減らし，その隙間に間詰め石を詰めた石垣

松山城

切込ハギ－石材を徹底的に加工し，石材間の隙間をなくした石垣

宇和島城天守台

石垣の分類と四国の城

丸亀城
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　近世のお城は織田信長が近江に築いた安土

城に始まるとされていますが，それ以前にも

石垣（というより石積み）が用いられた中世の

山城が県内にもいくつか残っています。

　ここでは，そのいくつかを紹介します。

懐 か し い

城 ば か り

じゃ！

長宗我部元親

　四国を平定した長宗我部氏が1516年か

ら 1588年まで居城していたとされる岡豊

城跡（南国市）に残る石垣です。

写真の石垣は三ノ段で土塁の内側か

ら発見され，復元整備されたもの

です。長宗我部元親は1588年に現

在の高知城である大高坂山へと移

ります。

　長宗我部元親は，大高坂山からわずか 3

年でこの浦戸城へと移ります。浦戸城は中

世の城としては珍しく天守が存在したよう

です。

　写真の石垣は，天守から延びる石

垣の一部を移築したもので，自然石

を積み上げた野面積みでつかれてい

ます。

　四万十市（旧中村市）にある中村城跡で発

見されたものを移築した石垣です。詰（本

丸）の南と北で発見された石垣は，素朴な

様式で造られており，16世紀末の

構築と推定されています。なお，写

真のお城は愛知県犬山城をモデル

建てられた四万十市立郷土資料館

です。

高知県内の古い石垣

岡豊城跡岡豊城跡岡豊城跡

浦戸城跡浦戸城跡浦戸城跡

中村城跡中村城跡中村城跡
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　高知城周辺を散策していただくと，様々な石垣や石積みの工夫を発見するこ

とができます。そのうちのいくつかを紹介してみます。

高知城跡西側にある武道館

の塀の基礎部分には，亀
きっこう

甲

積みといって，六角形に加

工した石材を組み合わせて

造られています。

石垣が一番美しいと言

われる所で，宝永 2年

（1705）に改修されたも

のと考えられています。

粗加工を施した「打込み

ハギで積み上げられ，「扇

の勾配」と呼ばれていま

す。

直角に近い角度で出てい

る所を出
でず み

角，鈍角に出て

いる所をシノギ角と呼び

ます。石垣は長くなると

壊れやすいので，それを

防止する強化策です。

三ノ丸や二ノ丸に

上がる鉄門跡の石

垣です。「打込みハ

ギ」で丁寧に築か

れています。

城の西，弘徳館横に残って

いるこの石垣は，西ノ口門

（搦手門）の袖石垣跡です。

城の裏門として，追手門の

2/3位の広さを誇っていた

ようですが，残念ながら今

は見る影もありません。

梅の段から二ノ丸に上がる

場所の角の丸い石垣です。

普通このような積み方はし

ません。城絵図でも，石垣

の続いた場所であり，後世

に道が造られたものです。

雨の多い土佐ならで

はの設備と言われる

「石樋」です。写真は

二ノ丸ですが，三ノ

丸でも南面と東面に

石樋がありました。

追手門越しに見る天守閣の美しさ

が取り上げられますが，梅の段か

ら見える石垣や多門櫓もなかなか

のものです。

石垣構築の際には，

排水に注意が払われ

ます。雨の多い土佐

では石樋を始めとし

て様々な工夫が凝ら

されています。写真

の排水口はいつ頃の

ものでしょうか。

堀の西端の石垣です。規格

石材を使った間
けんち

知積みのな

かの四
しほうきり

方伐合せ積みという

新しい時代の積み方です。

石材を斜めに積む新しい

時代の積み方で，谷落し

積みと言います。城のあ

る大高坂山の南西部と北

東部で使われています。

継足しの行われた石垣

です。写真中央に元の

石垣との境と思われる

算木積みの様子がはっ

きりとみられます。

石垣の角（隅角部）は直方体形の石材

を長辺が互い違いになるように積み

上げます。これを「算木積み」といい，

この技術の普及により，安定した高

石垣を築けるようになりました。

高知城周辺の石垣散策

三ノ丸

すべり山

二ノ丸

本丸
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　高知城三ノ丸の発掘及び解体調査では，桐紋の瓦や三葉柏紋の瓦が出土しま

した。ここでは，戦国武将の家紋について紹介します。

山内一豊

丸三葉柏紋

豊臣秀吉

桐紋

織田信長

木
もっこう

瓜紋

長宗我部元親

七つ片
かたばみ

喰紋

武田信玄

花菱紋

上杉謙信

竹に雀紋

北条早雲

三つ鱗紋

毛利元就

一文字に三つ星紋

徳川家康

葵
あおい

紋

明智光秀

桔
ききょう

梗紋

出土瓦と家紋

丸に
三葉柏紋
じゃ！
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　野面積み（穴太積み）は，一見粗野に見えますが，実はたいへん頑丈にできています。

その秘密は積み石の比重のかけ方にあって，表面から 3分の１ぐらい奥のところに重

力がかかるよう設計されています。また，土の水ぶくれによる崩壊を防ぐため，石垣の

奥にグリ石（裏ゴメ石），その奥に小石を詰めていくなど排水をよくする工夫が施され

ています。平成 17年度の解体調査では，図のように，盛土の中から排水の機能を高め

る目的で造られたと考えられる石列が見つかりました。

築
つきいし

石－自然石（野
のづ ら

面石）を使用し，大石･中

石･小石，まれに巨石を使います。

根
ねい し

石－石垣全体を支え，その安定を図るた

めの基礎石です。地山を削って直接据え

ます。

グリ石－石垣の裏側に詰め，孕
はら

みや崩壊を

防止し，排水機能を高める詰め石です。

介
かいいし

石－胴介石は石材の胴部を左右

から介添えする石で，石材の横揺

れを防止する役割を担っていま

す。とも介石は石尻の底に平行に

入れて据える石です。石垣の強さ

は，介石の石材へのあてがい方の

上手下手が大きく影響します。

とも介石

胴
どうかいいし

介石

築
つきいし

石

グリ石

盛
もりど

土

地
じや ま

山

根
ねい し

石
出土した石列

排水機能を高める目的と考えられる

石列が2ヶ所から出土しました。

野
の づ ら

面積みの仕組み
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　高知城の石材の石質は，ほとんどがチャートですが，三ノ丸では，加工され

た砂岩も見つかります。また，わずかですが，石灰岩や礫岩も使われているよ

うです。

解体前の三ノ丸東面の石垣です。殆
ほとん

どがチャート

ですが，左上の角には砂岩が使われています。

二ノ丸の様子です。右の方はチャート，左は砂

岩です。境がよく分かります。

一般的なチャートの岩で

す。チャートは日本庭園な

どによく使われます。

砂岩です。砂岩は加工されること

が多く，矢
やあ な

穴痕と言って，クサビ

で割った跡がよく分かります。

石灰岩です。中には貝殻が

こびりついているものもあ

ります。

細礫岩です。砂岩とにていま

すが，大粒の粒子が含まれて

います。

チャートは崩れやすいので，あ

まり加工できませんが，矢
やあ な

穴痕

のあるものも見つけました。

砂岩は切
きりいし

石に使われることが多

く，水路の側石や蓋
ふた

，樋
ひ も ん

門など

も砂岩でできています。

高知城石垣の石材について
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